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９月１５日 敬老の日

。老
人
を
た
い
ぜ
つ
に
″

八
十
歳
以
上
に
敬
老
年
金

九
月
十
五
日
は
「

敬
老
の
目
」
こ
の
日

が
国
民
の
祝
日
に
な

っ
て
二
年
目
で
す
。

現
代
が
過
去
の
積
み

重
ね
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
若
い
者
が
今
日

の
若
さ
を
楽
し
む
こ

と
の
で
き
る
の
は
、

老
人
の
お
か
げ
と
い

う
こ
と
が
で
き
亶
し

よ
う
。
多
牟
に
わ
た

っ
て
社
会
に
つ
く
し

て
き
た
老
人
を
、
町

民
こ
ぞ
っ
て
敬
愛
し

。艮
寿
を
祝

う
と
と
も
に
、
老
人
の
Ｍ
祓
に
つ

い
て
関
心
と
理
解
を
高
め
た
い
も

の
で
す
。
老
人
も
ま
た
自
ら
の
心

身
の
健
康
を
保
ち
、
生
活
の
向
上

に
努
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
永
牛

に
わ
た
り
蓄
屓
さ
れ
た
知
識
と
経

験
を
社
会
に
役
立
て
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

県
で
は
八
十
八
才
以

上
の
長

寿

者
に
対
し
敬
老
年
金
を
贈
っ
て
そ

の
労
を
慰
め
、
わ
が
国

見
町

で
も

こ
れ
に
な
ら
い
八
十

才
以
上
の
高

令
軒
一
二
四
名
に
年

金
を
贈
っ
た

。
尚
町
内
の
各
婦
人
会

で
は
そ
れ

ぞ
れ
町
と
共
催
の
も
と
に
敬
老
会

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

八
十
竄
以
上
の
長
命
者

○
藤
川
　

男

匸
一
女
一
五
計
二

七

斎
藤
政
之
助
、
小

林

ク
ミ
、
奥

山
カ

ヤ
、
東
海
林
忠
次
郎
．
榊

よ
ち
、
佐
藤
粂
次
郎
、
斎
雌
源

次
郎
、
阿
部
喜
平
、
阿
部
（

ツ

大
村

ヱ
ナ
イ
、
鈴

木
ス
イ
、
阿

部

ヨ
シ
ノ
、
○
曵
地
ク
ツ
、
徳

江
源
助
、
徳
江
ホ
ノ
、
阿
部
チ

カ
、
大
和
旧
俊
三
、
佐
久
間
喜

一
、
宮
沢
マ
ツ
　

伊
勢

セ
ソ
、

宍
戸
ま
ん
、
仲
川
し
も
、
秋
月

あ
き
、
武
川
荘
八
、
稲
村
専

古

○
最
上
哲
次
郎
、
佐
藤
善
三
郎

◎
石
母
田
　

男

二
女
一
〇

計
一
二

○

斎
藤
ム
メ
、

後
藤

ア
キ
、
阿

部
（

ク
、
斎
藤

う
ら

．
市
川

ナ

ジ
、
佐
藤
ヱ
ナ
、
宍
戸

ツ
イ
、

宍
戸

チ
カ
、
宍
戸
喜
太
郎

、
松

浦
弥
市
、
佐

々
木
ワ

キ
、
斎
藤

フ
ク

○
山
崎
　

男
二
　

女
五
　

計
七

村

上
ヒ
フ
、
○

高
橋

カ
ソ
、
高

橋

喜
蔵
、
八
島
林
次
郎
．
八
島

キ
チ
、
浅
野
（

ル
、
吉
田

ヨ
ネ

○
小

坂
　

男

二
　
女
一
　

計
四

佐

藤
忠
一
、
〇
一
条
善
四
郎
、

佐

藤
彦

吉
、
○
古
内

ク
ーフ

○

泉
田
　

男
二
　

女
四
　

計
六

紺

野
広
三
郎

、
宮
崎

ト
リ
、
佐

藤

サ
ツ
、
安
藤

フ
サ
、
佐
藤
兵

助

、
阿
部

イ
チ

○

鳥
取
　

男
二
．

女
三
　

計
五

高
橋
忠
次

郎
、
○
遠
藤
ウ
ツ
、

塑

尸
安
一
郎
．
後
藤
ミ

ヨ
、
遠

藤
テ
ッ

○
内
谷
　

男
五
　

女
一
　

計
六

鴨
田
清
七
、
鴨
田

ク
ミ
、
熊
坂

善
兵

エ
、
菅
野
広
三
郎
、
安
藤

庄

吉
。
古
内
初
太
郎

○
森
山
　

男
○
　

女
八
　

計
八

谷
津
ユ
ソ
、
佐
久
間
ユ
キ
、
宍

戸
サ
ト
、
佐
藤
ナ
カ
、
武
田

キ

ミ
、
佐
藤
シ
モ
、
佐

藤
チ

ウ
、

○
吉
田
キ
ョ

○
徳
江
　

男

一
　

女

九
　

計
一
〇

八
巻
（

ツ
イ
、
○
八
巻

キ
ソ
、

八
巻
キ
ョ
、
後
藤
（

ル
、
宍
戸

シ
モ
、
後
藤
カ
ネ
、
大
波

ヱ
キ

○

実
沢
勘
吉
、
○

実
沢

ス
イ
、

徳
江
ト
ミ

○
塚
野
目
　

男
一
　

女
二
　

計
三

菊
地
サ
ソ
、
○
菊

地
泰
吉
、
佐

藤
ク
キ

○
貝
田

・
男
四
　

女
二
　

計
六

佐
藤
宇
吉
、
○
岡
田
忠

次
郎
、

阿
部
（

ナ
、

高
橋
清
兵

エ
、
佐

藤
深
太
郎
、
○

斎
藤

サ
ワ

○
光
明

寺
　

男
三
　

女
一
　

計
四

遠
藤
政

治
、
遠

藤
ナ
チ
、
畑
中

久
兵

エ
、
遠
藤

文
吉

Ｏ

高
城
　

男
二
　

女
三
　

計
五
　

佐
藤
ユ
キ
、
佐
藤

セ
キ
、
長
谷

川
市
寿

、
○

高
村

サ
ト
、
八
島

儀
右
工
門

○
大
木
戸
　

男
四
　

女
四
　

計
八

〇
阿
部

ナ
ヨ
、
阿
部
長
治

．
０

阿
部

イ
ト
、
阿
部
庄
平
、
○
松

浦

金
助
、
忍
コ

ク
、
後
藤

今
朝

太
郎
、
○

吉
田

サ
ソ

Ｏ

西
大
枝
　

男
三

女
七

計
一
〇

小
林

イ
シ
、
松
浦
テ

ル
ヨ
、
新

井
（

ツ
、
鈴
木

シ
ソ
、
佐
藤

ツ

ル
、
佐
藤
幸

七
、
瀬
戸

セ
ツ
、

井
砂
周
蔵

、
佐
藤
弥
太
郎
、
佐

藤
ア

キ

○
川
内
　

男
二
　

女
一
　

計
三

後
藤

せ
っ
、
鈴
木
清
吉
、
鈴
木

留
右

ユ
門

こ

れ
を
方
部
別

に
お
け
て
み
る
と

次

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

方
部

ぶ
　

男
　
　

女
　
　

計

藤
　

田
　

一

六
　

三
〇
　

四

六

小
　

坂
　

匸
一
　
　

九
　

ニ

ー

森
江
野
　
　

ニ
　

ー
九
　
一
二

大
木
戸
　

一
三
　

一
〇
　

二
三

大
　

枝
　
　

五
　
　

八
　

一
三

計
　
　

四
八

七
六
　
匸
一
四

”
治
に
い
て
乱
を
忘
れ
ず
”

〔
町
民
体
育
大
会
に
思
う
〕

健
康
や
体
力
の
あ
り
が
た
さ

は
空
気
や
水
の
存
在
と
同
じ
で

、
そ
れ
ら
が
失
わ
れ
て
は
じ
め

て
気
が
つ
く
も
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

わ
た
く
し
た
ち
が
日
常
の
生

活
に
お
い
て
、
自
分
の
健
康
と

休
力
の
保
持
増
進
に
心
が
け
る

こ
と
は
一
日
一
日
を
有
意
義
に

過
ご
す
た
め
の
必
須
の
条
件
で

あ
る
の
み
な
ら
ず
、
長
期
に
わ

た
る
人
生
設
計
に
と
っ
て
も
、

最
も
、
基
本
的
で
し
か
も
重
要

な
条
件
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
り

宜
し
よ
う
Ｏ

家
族
の
一
人
に
、
健
康
を
失

っ
た
者
の
い
る
家
庭
の
暗
さ
や

苦
し
さ
を
思
う
と
き
、
健
康
で

た
く
ま
し
い
体
力
を
持
つ
と
い

う
こ
と
は
個
人
や
家
庭
の
幸
福

の
基
礎
で
あ
り
、
ま
た
す
べ
て

の
者
が
抱
く
永
遠
の
願
い
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

欧
米
諸
国
の
学
生
が
学
問
や

ス
ポ
ー
ツ
に
打
ち
込
む
フ
ァ
イ

ト
は
た
い
し
た
も
の
と
い
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
彼
ら
の
こ
の
す

ば
ら
し
い
が
ん
ば
り
は
、
お
そ

ら
く
幼
少
の
頃

か
ら
つ
ち
か
わ

れ
た
、
た
く
ま
し
．い
体
力
と
気

力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
し
よ

わ
た
く
し
た
ち
日
本
人
は
、

日
常
生
活
の
中
に
、
も
う
少
し

積
極
的
に
体
力
つ
く
り
を
取
夕

入
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
健

朿
で
幸
福
な
生
活
の
た
め
に
、

体
力
つ
く
り
と
い
う
最
も
効
果

的
な
投
資
を
考
え
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
創
意
と
忍
耐
強

い
努
力
に
ょ
っ
て
、
だ
れ
で
も

が
、
ど
こ
で
で
も
、
今
す
ぐ
始

め
ら
れ

る
「
体
力
つ
く
り
」
を

実
践
し

た
い
も
の
で
す
。
古
人

も
「
治

に
居
て
乱
を
忘
れ
ず
」

と
い

っ
て
い
ま
す
。
健
康
な
現

在
こ
そ
体
力
つ
く
り
を
考
え
る

べ
き
時
機
な
の
で
す
。

体
力
つ

く
り
は
≒
　
一
人
一
人

の
年
令
、
環
境

に
適
し
た
方
法

で
行
な
わ
れ

る
の
で
、
多
・
種
多

様

な
幅

広
い
内
容
を
も
っ
た
も

の
で
あ
る
と
同
時
に
、
一
方
「

だ
れ
で
も
が
、
ど
こ
で
で
も
、

気
軽
る
に
で
き
る
、
つ
ま
り
一

般
的
で
効
果
的
な
も
の
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

な
憲
味
か
ら
、
歩
行
運
動
、
簡
易

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
、
職
場
体
操
、
健
康
相
談

、
栄
養
指
導
な
ど
が
適
当

と
考

え
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
普
及
を
通

じ
て

体
力
つ
く
り
の
気
運

の
醸

成
を
図
り
た
い
も
の
で
す

。
今

回
の
町

民
体
育
大
会

も
町
民

の

体
力
つ
く
り
運

動
の
一
環

と
し

て
大
い
に
そ
の
意
義
を
認

め
、

そ
の
成
功
を
瑚
待

し
て
や
み

ま

せ
ん
。
　
　
　
　

（
鈴
木

）

八
十
八
竄
以

上
の
長
命
者

○
印

は
新
し
い
匯

当
老

氏
　

名
　
　

生
年
月
日
　

住
所

小
林
　

タ
ミ
　

明
乙
、一
、
Ξ
　

山
崎

太
子
堂

宮

沢
　

マ
ツ
　
　
（

、
三
、
Ξ
　

藤
田

北

○
仲

田
　

し

も
　

こ
、
三
、ニ
ヒ
　

ぴ
　
　
ぴ

市
川
　

ナ
ジ
　
　
（

、
五
、一
西
　
石
毋
田

荒
町

佐

々
木
ワ

キ
　
　

九
、
Ξ
ご
こ
　
り
　
　

磑
下

佐

藤
　

兵
助
　

こ
、
七
、
一
　

泉
田

寺
前

○
阿

部
　

イ
チ
　

三
、
こ
、一（
　

泉
田

畦

川
前

○

高
橋
忠
次

郎
　

こ
、
こ
、
四
　
鳥
取

鳥

取

○

古
内
初
太
郎
　

こ
、
九
、言
　

内
谷

西
堂

宍

戸
　

シ
モ
　

石
、
三
、二（
　

徳
江

親
郷

佐

藤
　

ユ
キ
　
　

九
、
ミ
、
ミ
　
高
城

宮
下

忍
　
　

コ
ク
　

石
、（

、
こ
　
大
木

戸

大
橋

小

林
　

イ
シ
　
　

Ｕ
、
Ξ

、
Ｅ
　
西

大
技

原
町

松

浦
テ
ル
ヨ
　

一
一
、
咽

冫
　

り
　
　

築
館

鈴
木
　

シ
ソ
　
　

九
、
双

三
　

な
　
　

並
柳

［
写
真
一

は
右
上
か
ら
高

橋
忠

沢
郎
　

阿
部
イ

ヂ

左
上

か
ら
古
内
初
太
郎
　

仲
田

し
も

目
の
酷
使
は

止
め
ま
し
ょ
う

目
の
愛
護
デ
ー

（

一

〇

月

一

〇

日

）

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

（
八
月
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
　

敬
称
居
す
）

年
令
　
　

死
亡
日
　
　

住
　

所

佐
藤
　

彦
吉
　
　

七
九
　
　

三
　
　
　
　

川
内
　

沖
八

佐
藤
　

千
代
　
　

五
三
　
　

七
　
　
　
　

石
母
田

芳
田
一

六

佐
藤
　
　

武
　
　

四
七
　
　

八
　
　
　
　

高
城
　

宮
下
三
二

高
原
み
な
よ
　
　

六
三
　
　

匸
一
　
　
　

鳥
取
　

堰
下
二
一

八
島
　

文
蔵
　
　

七
ニ
　
　

ニ

ー
　
　
　

石
母
Ⅲ

上
原
四
一

蓬
田
　

重
吉
　
　

八
二
　
　

二
二
　
　
　

徳
汪
　

前
原
五
〇

遠

膝
　

宗
次
　
　

二
二
　
　

二
九
　
　
　

光
明
寺
　

滝
沢
二

浅
野
　

差
‥
蔵
　
　

八
三
　
　

三
一
　
　
　

山
崎
　

水
門
一
〇

落
笛
】

寅
古
　
　

七
七

゛

三
一
　
　
　

徳
汢
　

前
原
五
三

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
八
月
中
出
産
屈
を
さ
れ
た
力
　

敬
称
搆

す
）

出
生
月
日
　
親
の
名
　
続
柄
　
住
　
所

八
巻
　
和
幸
　
七
匸
こ
　

昭
夫
　
　
二
男
　
徳
江
　
拾
俵
橋
一
四

蓬
田
振
一
郎
　
八
匸

二
　
　
道
郎
　
　
長
男

．
″
　

前
原
五
九

高
原
　
健
樹
　
八
、
九
　
　
安
治
　
　
長
男
　
鳥
収
　
高
瀬
一
一

阿
部
　
信
二
　
八
、
八
　
・
昭
一
　
　
二
男
　
藤
田
　
堤
下
一

後
藤

瓶
子
　
八
、
一
九
　
良
夫
　
　
二
女
　
り
　
太
子
堂
二
の
一

菊
地
　
宏
子
　
八
、
一
一
　
喜
太
郎
　
長
女
　
山
崎
　
北
古
館
八

安
膝
　
俊
之
　
八
匸

両
　

匹
夫
　
　
二
男
　
小
坂
　
北
畠
四
三

…
議
会
だ
よ
り
…

三
町
で
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

芭
蕉
碑
の
寄
付
採
納

八
月
臨
時
議
会
は
二

十
二

目
午

前

十
時
開
か
れ
、
桑
折
町

、
伊
達

町

、
国
見

町
共
同
設
置

に
よ

る
学

校
給

食
セ
ン
タ
ー
に
関
す

る
条
例

の

制
定
匸

迂
殷
に
伴

な
う
工

事
請

負
契
約
等
に
つ
い
て
原
案
ど

お
り

可

決
。
午
前
十
一
時
三
十
分
閉
会

し
た
。
議
案

は
次
の
と

お
り
。

一
、
桑
折
町

、
伊
達
町
、
岡
見
町

学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
設
毆
条
例

こ
の
条
例
の
日
的

は
、
三
町
の

小
学
校
、
中
学
校
の
児
童
生
徒

の
心
身
の
健
全
な
発
達
を
図
る

た
め
、
小
学
校
、
中
学
校
の
給

食
を
共
同
し
て
行
な
う
給
食
施

設
を
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
が

わ
が
町
で
は
小
学
校

に
つ
い
て

は
既
に
完

全
給
食
を
実

施
さ
れ

て
お
る
の
で
、
さ
し
あ
た
り
県

北
中
学
校
だ
け
が
加
入
す

る
こ

と
に
な
る
。

一
、
不
動
産
の
取
似
並
び
に
工
事

請
叭
契

約
に
つ
い
て

給
食
セ
ン
タ
ー
建
物
の
建
設
工

事
で
契
約
金
額
二
千
百
五
十
万

円
、
請
負
者
は
東
京
都
大
田
区

の
日
本
調
理
穢
商
事
株
式
会
社

で
あ
る
。。

一
、
動
産
の
取
得
並
び
に
備
品
購

入
契
約
締
結
に
つ
い
て

給

食
セ
ン
タ
ー
の
設
備
備
品
一

切
で
契
約

金
一
千
九
百
万
円
、

請

負
者
は
前
と
同
じ
く
日
本
調

理
機
商

事
株
式
会
社
で
あ
る
。

一
、
昭
和
四
十
二
年
度
国
見
町
一

般

会
計
補
正
予
算

給

食
セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴
な
う

わ

が
町
の
負
担
金
を
計
上
し
た

も
の
で
建
設
費
と
し
て
百
八
十

四
万

七
千
円
、
経
常
費
と
し
て

八
十
五
万
七
千
円
で
あ
る
。

一
、
寄
付
採
納

に
つ
い
て

芭
蕉
翁
記
念
碑
建
立
委
員
会
会

長
早
田
盛
氏
か
ら
金
参
拾
万
円

の
寄
付
願
出
が
あ
り
、
こ
の
事

業
費
の
不
足
分
は
町
持
出
し
に

よ

う
て
旧
奥
羽
街
道
の
復
元
と

芭
蕉
翁
記
念
碑
を
建
立
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

違

反

節
松

川

幸

吉

選
挙
違
反
の
顔
み
れ
ば

食
え
な
い
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん

無
知
な
人
で
も

あ
り
ま
せ
ん

何

ん
で
も
間
に
合
う
且
那
さ
ん

金
で
釣

る
気
か
魚
じ
ゃ
な
い

そ
れ
と
も
ご
馳
走
か
犬
じ
ゃ
な
い

そ
れ
は
最
初
の
こ
と
だ
っ
た

し
ま
い
に
や
忘
れ
て
ひ
っ
か
か
る

の
ん
で
く
だ
ま
く
酒
も
あ
り

の
ん
で
楽
し
む
酒
も
あ
る

別

れ
の
盃
　

忌
中
酒

の
ん
で
つ
か
ま
る
選
挙
酒

候
補

に
立
っ
た
は
あ
ち
ら
さ
ま

い
い
味
し
め
る
も
あ
ち
ら
さ
ま

戸
別

訪
問
だ
の
ま
れ
て

く
さ
い
飯
食
う
こ

ち
ら
さ
ま

（

栃
木
県
小
山
市

推
協
会
長
）

せ

め

て

こ

の
位

の

サ

ー

ビ

ス
を

（

と
し

よ

り

の

福

祉

週

問

）

い
い
こ

ご

今
ｎ

一
ｎ

の

チ
ャ

ン
ネ
ル
徊

はオ

ジ
イ
‘こ

．・
／

オ
パ
フ
チ

ャ
ン
に

１

か
ず
ん

・
で
Ｉ

Ｊ
　
　

・

○
国
民
の
祝
日
に
は
国
旗
を
立
て
ま
し
よ
う
　
「
敬
老
の
’日
」
　
九
月
十
五
日
　
　
「
秋
分
の
日
」
　
九
月
二
十
四
日
　
　
「
体
育
の
日
」
　
十
月
十
日

く
に
み



みん首で楽 しく町民体育大会を

(第 １　４ 回)

１０月１０囗は 体育の日

昨
年

か
ら
「
体
育
の
日
」
が
国

民
の
祝

日

の
中

に
加
え
ら
れ
た
。
わ
た
し
た
ち
は

、
同

時
に
設

け
ら
れ
た
「
敬
老
の
口
」
　（

九
月

十
五
日
）
　『
建
国
の
日
』
　（
二

月
十

一
日

）
と
共
に
、
こ
れ
を
単
な
る
公
休
日

と
し
て
大
手
を
ふ
っ
て
休

め
る
冂
と
す
る

こ

と
な
く
、
あ
ら
ゆ

る
地
域
、
職
域
で
そ

れ
ぞ
れ
の
生
活
の
実
情
に
即
し
た
ス

ポ
ー

ツ
を
尖
行
し
、
心
身
の
発
達

を
図
り
、
明

る
く
豊
か
な
町
民
生
活
を
築
き
・た
い
も
の

で
あ
る
。
わ
が
国
見
町
で
は

、
町
村
合
併

の
記

念
事
業

の
一
つ
と
し
て
町
民
体
育
大

会

を
創
め
、
町
民
の

ス
ポ
ー
ツ
振
典

を
図

る
と
共
に
そ
の
懇
親
融
和
の
場
と
し
て
き

た
。
す

で
に
回
を
重
ね
る
こ
と
十
三
、
お

お
む
ね
所
川

の
目
的
は
達
し
た
と
は
い
え

、
変
貌

す
る
社
会
は
別
の
面
で
大
き
く
そ

の
意
義
が
認
め
ら
れ
、
ま
す
ま
す
そ
の
必

要

性
が
叫

ば
れ
て
き

た
。

卜

月
卜
囗
に
は
町
民
各
位
こ
ぞ
っ
て
体

育
大
会
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
。

○
川

口
十
月

十
日
「
体
育
の
囗
」
午
前
九

時
洲
会

り

会
場
藤
田

小
学
校

Ｇ

実
施
抜
目
に
つ

い
て
は
・
ポ
務
‥川
お
よ
び

参
加
谷
団
体
で
考
案
中
で
あ
る

。

Ｏ

参
加
片
は
竚
団
体
貝

お
よ
び
一
般
町
民

と
す
る

’
児
童
生
徒
は
除
く
）
・

磐
梯
山
ろ
く
で
話
し
合
い

八
月
二
十
一
日
か
ら
ニ

ト
三
日

ま
で
三

日
間

、
わ
た
く
し
た
ち
十

名
は
、
桑
折
の
業
改
良
普
及
所

管

内

の
仲
間

た
ち
「
桑
折
十
三
名
、

梁
川
二

十
二
名

、
計
四
十
五
も
Ｉ

と
と
も
に
、
一
回

島
県
若
い
呉

業

癶

の
つ
ど
い
」

に
参
加

さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た

。

こ

の
つ
ど
い
は
、
県
内
の
農
村

青
少
年
二
〇
〇
〇
名
が

Ｉ
唯
に
会

し
、
キ
ャ
ン
プ
生
活
を
通
し
て

、

日
ご
ろ
研

究
実
践

し
て
い
る
農
業

技
術
お
よ
び
生
活
技
術
り
成
果

を

交

換
し
、
指
導
者
を
図
ん
で
の
研

究
と
あ
わ
せ
て
知
識
技
能
を
み
が

き
、
さ
ら
に
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
コ
ソ

を
通
し
て
、
楽

し
い
ふ

ん
い
気
の

う
ち
に
若

人
の
団

結
と
友
情
を
屎

め
、
こ

れ
か
ら
の
農
業

乞
に
な
っ

て
い
く

自
信
と
誇

り
を
身
に
つ
け

よ
う
と
す
る
も
の
で
す

‘

主
催
は
福
鵬
μ

と
県
敦
育
委
員

会
お
よ
び
４
Ｈ

ク
ラ
ブ
連
盟
の
三

者
で
、
そ
れ
に
地
元
猪
簡
代
町
と

県
放
送
利
副
長
業
集
団
推
進
協
議

会
が
協
鉈
し
、
市
町
村
長
会
、
農

協
。
睨
光
連
盟
、
公
民
館
そ
の
他

関
係
機
関
団
体
多
数
後
援
と
い
５

ま
こ
と
に
大
坂
拐
な
も
の
で
す
。

従
っ
て
会
場
も
、
岡
立
屶
梯
青

年
の
家
り
西
に
続
く
、
猪
佰
代
町

営
牧
場
一
五
○

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
こ

れ
に
あ
て
、
そ
の
広
い
の
に
は
び

っ
く
り
し

ま
し
た
．
こ
こ
は
磨
上

原

と
仏
し
、
昔
蒲
生
、
伊
達
両
軍

の
古
戦
場

、
戦
前
は
唯
軍
の
演
習

塲
と
し
て
わ
た
く
し
た
ち
の
父
机

が
汁
を
流
し
た
と
こ
ろ
と
聞
か
さ

れ
無
量
の
感
に
打
た
れ
ま
し
た
．

次
に
期
間
中

行
わ
れ

た
お
も
な

行
事
に
つ
い
て

簡
単
に
記

し
、
ご

参
考
に
供
し
ま
す
。

Ｏ
　

ヤ
ヤ
ｙ

ブ

参
加
漸
は
引

卒
冖

を
ま
じ
え
、

企
員
キ
ャ
ン
プ
生
活
で
、
張
ら
れ

た
テ
ン
ト
は
大
小
．べ
白
以
上
、
わ

た
く
し
た
ち
も
四
張

建
て
、
三
度

三
回

の
琵
肝

に
飯

ご
う
炊

さ
ん
で

罔
　

開
会
式
　

コ
ン
ク
ー
ル

普
及
所

ご
と

に
．ご
ソ
ガ
ー
ト
を

立
て
て
人
増
行
進
．
折
慳
教
育
長

の
川
人

の
辞

、
木
村
翔
乍
の
ド
催

者

あ
い
さ
つ
、
地
元
町
長
の
歓
迎

の
辞
や
来

賓
だ
も
の
固
辞
．
参
加

者
代
表
の
誓
い
の
こ
と
ぱ
な
ど
あ

り
、
員
咬
に
そ
の
剔
で
制
服
や
胸

章
の

イ
ノ
ク
ー
ル
蜜

盍
が
行
わ
ｈ

ま
し
た
。

㈱
　

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー

タ
食
後
広
場
に
集
ま
り
、
天
を

も
こ
が
す

大
営
火
囲
ん
で
方
部
毎

の
だ
し
も
の
、
て

ん
で
に
捧
げ
る

た
い
ま
つ
の
海
、
天
地
に
と
ど
ろ

く
数
十
発

の
花
火

、
こ

ん
な
大
仕

掛
け
の
キ
ヤ
ｙ

プ
フ
ア
イ
ヤ
ー
は

見
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ

ん
。

鰰
　

狄

示
発
表

愀
二

目
の
午
前
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
着
通
作
物
、
園
芸
特
産
、
畜

産
、
生
活

の
四
部
門
に
わ
か
れ
、

参
加
者

は
そ
れ
ぞ
れ
希
望
す
る
部

門

を
聴
講
し
ま
し

た
。

㈲
　

ク
ラ
ブ
交
換

あ
ら
か
じ
め
事
務
局
で
き
め
た

組
合

せ
に

よ
っ
て
行
な
い
ま
し
た

。
わ
た
く
し
た
ち
は
双
紫
竹
及
所

竹
内
七
〇

名
‥
と
活
発
な
話
し
合
い

や
ダ
ン
ス
を
行
な
い
ま
し
た
。

丙
　

盆

お
ど
り

労
二
川

の
夜
は
鑽
佰
代
盆

お
ど

り
で
す

。
地
元
の
人

々
の
’指
導
で

恥
り
始

め
、
や

が
て
十
重
二
月
収

の
大
集
団

、
二
時
間
に
わ
た
っ
て

踊
り
つ
づ
け
ま
し
た
。

旧
・
　
話
し（
‥
い
お
よ
び
記
念
品
交

換爿
二

日
午
前
八
時
三

十
分

か
ら

十
一
時
三

十
分
ま
で

、
匕

十
念
斑

に
わ
か
れ
て
行

な
い
ま
し

た
、
記

念
品

に
　

谷

川
．ｆ囗
円
内
外

の
も
の

を
川

怠
し
．
節
単

な
手

紙
を
添

え

て
交

換
し
ま
し
た
、

㈲
　

閉

介
式

十

一
時
三
十

分
か
ら
十
二
時
ま

で
、
開
会
人

と
同
じ

プ
ラ

カ
ー
ド

を
先
．川
に
拉
列
し
、
開
会
式

に
つ

づ
い
て
行
な
っ
た
制
服
お
よ
び
胸

章
コ
ン
ク
ー
ル
、
愀
二

目
に
行
な

っ
た
演
示
お
よ
び
ク
ラ
ブ
発
表
の

入
賞
者
の
決
彰
な
ど
を
行

な
い
。

「
螢
の
光
’一
を
合
唱
し
な
が
ら
退

場
し
ま
し
た
。

（

お
わ
り
に
）

途
中
、
台
風
叨

来
の
予

報
な
ど

も
あ
り
ま
し
た
が
た
い
し

た
こ
と

も
な
く
、
大
’Ｊ
な
効
果
を
あ
げ
て

無

事
終
了
、
帰
り
に
は
ス
カ
イ
ラ

イ

ブ
と

い
う
お
ま
け
ま
で
頂

い
て

一
同

大
元
気
で
帰

り
ま
し

た
。
い

ろ
い
ろ
ご
心
配
く
だ
さ
っ
た
役
場

や
教
育
委
員
会
、
皿
日
及
所

の
先
生

方

に
厚

く
お
毘
申
上
け
て
終
り
と

し
ま
卞
。

わ
が
町
の一
参
加
肴
次
の
通

り

中
野
　

忠
一
　（

藤
田

）

徳
汪
　

占
郎
（

徳
江

）

鳥
橋
　

ぶ
‥
（
凵
、田

）

星
野

サ
ッ
子
（
光
明

寺
）

西
女
　

広
子
（
大
木
戸

）

斎
藤
美
智
子
（

山
肌

）

井
砂
　

善
栄
（
西
人
肢

）

鈴
木
　

文
夫
（
　

り
　

）

小
林
　

憲
一
　（
川
内

）

木
村
　

正

義
（

な

）

婦
人
会
の
組
織
に
つ
い
て

〔

会

員

を
増

す

た

め
に

〕

幹

部

研

修

会

報

告

㈲

会
員
ｙ

増

す
た
め
に
二

つ
の
面

を
考
１
し
よ
う
。
一

つ
は
現

在
の

会
員

を
滅

ら
さ
ぬ
く
ふ
う
Ｉ。
他
の

一
つ
は
逃

ん
で
未
組
織
婦

人
を
引

人
れ

る
く
ふ
う
。
そ
Ｉれ
に
は
次
の

六
か
条

乞
あ
た
ま
に
お
く
こ
と
が

大
切
で
あ

る
。

田
　

社
会
の
機

貽
。か
細
分
化

さ
れ

専
門
化

さ
れ

る
傾

回
の
中
で
、

婦
人
会

り
あ
り
力

も
若
十

変
っ

て

い
く
の
は
当
然
で
二
ｔ

綱
誼

性

や
総
Ｇ
性
が
強
く
鴎

く
半
面

で
は

。
ま

た
分
化
性
が

い
や
応

な
し
に
働

く
こ
と
も
当
然
で
し

よ
り
。
組
織
を
臉
え
る
と
と
も

に
、
生
活
の
現

失
に
結

び
つ
け

会
員
の
求

め
や
問
題
に
ど
う
関

連

き
せ
て
い
く
か
活

動
し
や
す

い
単
位
を
考
え
る
こ
と
。が
必
要

で

す
。

悶
　

従

米
の
ゆ

き
方

に
と
ら

わ
れ

ず

に
、

た
と
え

ば
鼬

く
婦
人
や

団

地
の
婦
人

の
立
場
に
適
応
Ｔ

る
形
態

や
内
容

り
活
動
を
と
り

あ
げ
、
そ
の
人
々
を
迎
え
入
れ

る

よ
う
団

体
自
体
く
ふ
う
す
る

こ

と
が
大
切
で
す
。

圓
　

祁
市
、
農

村
い
づ
れ
の
場
合

で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
に
関
連

し
た
問
題
は
あ
る
は
ず
で
、
そ

れ
を
汨

り
出

す
こ

と
に
よ
り
課

題

蓊
識
の
も

り
上

り
を
刺
戟

し

て
組
織
活
動

忝
加
へ
の
契
機

を

与
え
る
と
い
り

、
き

め
の
細

か

い
努
力
が
必
要
で
す

。

㈲
　

時
川

的
、
経
済
的

に
牒

ま
れ

な
い
婦

人
に
つ
い
て

は
、
そ
の

学
習

忽
弦
の
て

い
ど

に
も
問
題

は
あ
る
が
、
個

々
の
生
活
条
件

に
即
し

た
方
法

を
く
ふ
う
す

る

と

と
も
に
、
周
囲
の
理
解

や
団

体
の
協
力
の
手
が
さ
し
の
べ
ら

れ

る
よ
う
に
肥
慮
し
て
や
る

。

㈲
　

婦
人
会
を
合
理
的
に
運
営
す

る
た
め
に
磯
搆
を
合
理
的
に
分

化
し
、
役
員
の
役
割
分
担
を
明

ら
か
に
す
る
。
団

体
の
連
絡
組

織
は
、
各
単
位
団
体

の
自

主
性

を
尊
重
し
、
い
た
ず
ら

に
統

制

支
配

に
は
し

る
こ
と
の

な
い
よ

う
に
留
意

す
る
こ
と
が

必
要
で

あ
る
。

剛
　

民
主

的
な
団
体
の
特
性
を
あ

ら
わ
す
も
の
と
し
て
は
、
次
の

よ
う
な
基
本
原

則
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
…卜会

を
動
か
寸
鸚
能
は
介
員

が

こ

れ
を
も
っ
て
い
る

。

口

役
員
は
会
員

に
ょ
っ
で
。選

ば

れ

ろ
。

○
役
員

は
会
員

に
対
し

て
責
任

を
負
５
．

④
会
員

は
団
体
の
行

事
に
積
極

的

に
参

加
す
ろ
‘

⑤
多
数
決
の
方
式
を
採
川
す
る

と
回
時

に
、
少
数
の
者
も
じ

ゆ
う
ぶ
ん

に
見
解
を
述

べ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

社
会
教
育
関
邱

団
体
紹
介

Λ
婦
人
会
の
巻
▽

○

小
坂
婦
人
会

会
員

数
　

一
四
五
名

会
長
　
　

黒
川
　

ヒ

卩

○

藤
田

婦
人
会

会
ほ
数
　

二
三
〇

名

会
長
　
　

城

川
　

キ
ョ

○
森
江
野
婦
人
会

会
員
数
　

一
八
〇

名

会
長
　
　

村
上
　

ト
ク

○
大
木
戸
婦
人
会

会
員
数
　
　

九
六
名

会

長
　
　

八
島
　

ア
キ

○
大
枝
婦

人
会

会
員
数
　
　

六
〇
名

会
長
　
　

佐
藤
ミ

サ
オ

道　南　の　旅 朽 ’･木　 勝　之

わ
れ

わ
れ
青

年

学
級
生

は
、
働
き

な
が
ら
学

ぶ
勤
労

青
年
と
し
て
常
凵

頃

い
っ
し
よ
う
け

ん
め
い
働
き
、
息

づ
ま
る
よ
う
な
生

活

を
し
て
い
る
の

で

．
一
年
に
一

度

ぐ
ら
い
は
生
活

の

重
圧

か
ら
の
が
れ

て
自
分

の
ベ
ー
ス

で
旅
行
で

も
し
て

み

た
い
と
い
う

よ

う
な
気

持
か
ら
毎

年
行
な

っ
て
い

る

修
学
旅

行
で
あ

る

が
、
今
年
は
少
し

羽
を
伸
ば
し
て
北

海
道
へ
行
こ
う
と

い
う
こ
と
に
な

っ
．

だ
．
こ
れ
ま
で
旅

行
と
い
え
ば
、
昨

年
の
佐
渡
を
除
い

て
た
い
て
い
南
の

方
に
ば
か
り
行
っ

て
い
た
が
、
北
日

本
と
い
う
呼
称
で

何
か
に
つ
け
て
わ

が
東
北

と
近
親
圏

内

に
あ
る
北
海
道

を
一
年

私
早
く
見

学
す
る
こ
と
は
、

進
転
す
る
挫
会
に
生
き
、
将
米

に
仲
び
よ
う
と
す
ろ
現
代
青
年

に
と
っ
て
極
め
て
大
切
な
こ
と

で
あ
る
と
い
う
自
覚
も
あ
っ
て

か
、
賛
成
者
も
意
外
に
多
く
、

そ
れ
に
引
卒
の
先
生
や
添
乗
員

そ
の
他
の
方
を
台
せ
匸

ご
十
八

名
の
参
加
者
が
で
き
た
の
で
あ

る
Ｏし

か
し
、
北
海
道
と
い
っ
て

も
い
さ
さ
か
広
く
、
そ
の
而
積

は
東
北
六
県
に
新
潟
県
を
合
せ

た
よ
り
や
や
狄
く
、
ま
た
九
州

、
四
国
に
鳥
取
、
岡
山
、
広
島

の
三
県
を
加
え
た
の
と
ほ
ば
同

じ
と
い
う
。
距
離
を
調
べ
て
み

る
と
、
札
帆
ま
で
の
鉄
道
ギ
ロ

敖
は
大
阪
、
神
戸
の
先
の
須
磨

、
明
石
の
中
間
に
あ
た
る
。
し

た
が
っ
て
北
海
道
全
道
に
わ
た

る
と
な
る
と
少
く
と
も
十
日
の

日
数
と
四
、
五
万
の
経
費
が
か

か
る
。
こ
れ
で
は
到
底
手
が
出

な
い
、
せ
い
ぜ
い
八
千
円
以
内

で
行
け
る
と
こ
ろ
ま
で
と
い
う

こ
と
で
計
画
し
た
の
が
今
度
の

道
南
三
泊
四
日
（
他
に
青
森
ま

で
往
復
夜
行
列
車
を
使
う
）
の

旅
で
あ
る
。

日
程
の
あ
ら
ま
し

八
月
三
十
一
日
夜
福
島
発

九
月
一
日
六
時
三
分
青
森
着

六
時
四
〇
分
青
森
発

一
〇
時
三
〇
分
函
館

着

一
五
時
三
〇
分
洞
爺

着

昭
和
新
山
見

学
、
洞
爺
湖

温
泉
泊
り

九
月
二
川
九

時
発

一
〇

吋
　

瓦
分
詞
爺

允

一
一
時
一
三
分
登
別
珊

地
獄
谷
見

学

匸

一
時
八
二
分
が
別
発

一
五

時
二
一
分
耗

帆
着

巾
内
泊
り
　

巾
内
見

字

九

川
ミ

目
八
時
三
〇

分
発

市
内
見
学

匸
一
時
二
瓦
分
札
帆
光

一
八
時
三
瓜
分
函
触
着

市

内
泊

り
　
市
内
見

学

九
月
四

目
九
吟

．．０

分
発

市

内
見
学

・

一
四
時
二
五
分
闘
館

兌

Ｔ（

時

匸
九
分
七
日
森
右

二
〇
時

匸
一
分
青
森
発

九
月
五
日
八
時
五
九
分
藤

………
着

み
ん
な
の
感
想

を
と

り
ま
と

め
る
と
人
体

次
の
と
お
り
に
な

る

、

倒
　

佐
藤
館
長
さ
ん
に
は
夜
分

に
も
か
か
わ
ら
ず
柚
島

ま
で

お
見
送
り
を
い
た
だ
き
、
ま

た
帰
り
に
は
藤
川
駅

ま
で

郛

出

迎
え
い
た
だ

い
た
こ
と

、

感

激
の
極
み
で
し

た
。

閙
　

青
森
ま
で
の
夜
行
列
車
の

苦

し
さ
に
引

き
か
え

、
北
海

道
の
列
車
は
快
適
で
し
た

特
に
に
川
函

連
絡
船
の
す

ば
ら

し
さ
は
‥謡
唯
な
ホ
テ
ル
に
泊

っ
た
よ
う
で

す
。
大
島
や
佐

渡

旅
行
で

さ
す
ざ
ん
な
め
に

あ
っ
て
レ
る
肴
に
は
ち
よ

っ

と
恕

像
で

き
な

い
こ
と
で
し

即
　

陀

紀
の
奇

跡
と
い
わ
れ
た

昭
和

勧
山

や
大
規
砌
な
地
獄

谷
の
牡
観

に
は
一
同
目
を
見

は
り
ま
し

た
」

川
　

扎

卜
北

大
構
内
に

あ
る
ク

ラ

ー
ク
先

生
銅
像
の
前
に
立

っ
た
と

き
「
青
少
年
よ
大
志

を
抱
け
Ｌ
の
声
が
き
こ
え
た

よ
う
な
気

が
し
ま
し
た

」

㈲
　

大
学
付
属

植
物
園
に
入
る

と

人
口
八
十
万
の
大
都
市
’の

ど

ま
ん
な
か
に

い
る
こ
と
を

忘

れ
間
道
前
の
原
始
林
に
逝

ぶ
よ
り
な
気

が
し
ま
し
た
、

㈲
　

大
通
り
公
圃
、
中
島
公
園

、
丸
山
公
園

。
ど

わ
を
見
て

も
そ
の
規
膜
の
大
き
い
こ
と

、
博
物
館
遊
園
地
そ
の
他
各

種
の
文
化
施
設
の
完
備
し
て

い
る
こ
と
に
感
心
し
ま
し
た

。
特
に
　

自
然
を
生
か
し
な

が
ら
そ
こ
に
人
工
の
美
を
工

夫
し
て
あ
る
創
造
の
意
徹
が

う
か
が

わ
れ
て
ほ
ん
と
に
う

れ
し
く
感
じ
ま
し
午

閨
　

幽

館
山
か
ら
の
眺
め
は
す

ぱ
ら
し
く
、
北
海
道

の
山
野

は
も
ち
ろ
ん
津
軽
搬
峡
を
越

し
て
下
北
、
津
軽
な
ど
本
土

の
山
山
ま
Ｃ
よ
く
見
え
ま
し

た
。
特
に
函
館

山
か
ら
み
た

夜
景
の
美
し
さ
は
た
と
え
よ

う
が
あ
り
ま
せ
ん

。

㈲
　

一
万

円
以

内
の
経
費
で
こ

れ

だ
け
の
勉
強
が
で
き

た
と

い

う
こ
と
は
。
青
年
学
級
の

お
か
げ
で
あ
る
こ

と
も
ち
ろ

ん
で
あ
る
か
、
先
生
方
の
な

み
な
み
な
ら
ぬ
ご
配
慮
と
東

京
観
光
の
犠
牲
的
な
お
力
添

え
の
た
ま
も
の
で

あ
る
と
心

か
ら
感
謝
し
ま
す
。

㈲
　

内
谷
出

身
の
竹

川
秀
眷
さ

ん
が
にわ
ざ
わ
ざ
宿
ま
’で
お
訪

ね
く
だ
さ
れ
。
た
く
さ

ん
の

お
菓
子
な
ど
ご
慰
問

い
た
だ

い
た
こ
と
ぽ
ん
と
う
に
あ
り

が
た
く
思
い
ま
し

た
）

帥
　

伊
違
竹
内
は
も
ち
ろ

ん
、

県
内
で
も
始
め
て
と
思
わ
れ

る
こ
の
大
旅
行
に
、
こ
こ
ろ

よ
く
賛
成
を
し
協
力
し
て
く

れ
た
両
観

を
始

め
家
庭
の
人

々
に
心
か
ら
感
謝

し
ま
す
。

特
に
忙
が
し
い
と
こ
ろ
休
暇

を
与
え
て
く

だ
さ
っ
た
職
場

の
皆
様
に
も
厚

く
お
礼
を
中

し
上
げ
ま
す
。

（
青

年
学
級
委
員
長
）

○
　

十
　

月
　

一
　

日
　

は
　
「
法
」
　
の
　

日
　

で
　

す
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